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研究成果の概要（和文）：本研究は、南フランスのある農作物市場の文化とその変容を、フィー

ルドワークにもとづいて検討した。その結果、市場の農民たちは日々の実践に裏打ちされた独

自の価値をもっており、その観点から近年の市場の危機をもたらしたグローバル化を批判して

いることが理解できる。この事例から、グローバル化の理論は経済的グローバリズムとグロー

バル市民社会の対立に還元されない道徳的判断の多元性を理論化する必要があることを本研究

は明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project tries to figure out the social and cultural 
organization of a fruit and vegetable market in southern France, and its transformation 
in recent years. The results of fieldwork show that the farmers have a set of values that 
can be characterized as 'individualiste', based on their day-to-day practices on market. 
And the farmers criticize the globalization which provoked recent market crisis , from 
their moral criteria. This case study shows that a dichotomous view which oppose 'global 
civil society' to globalism is not sufficient, and that we need to theorize the plurality 
of moral judgment toward the globalization. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) グローバル化理論の民族誌的検証： 近
年、グローバル化を民族誌的視点から把握し
なければならないという要請は強まってい
る(Appadurai, Hannerz,Tsing など)。なか
でも、Michael Burawoy の「グラウンディッ

ド ・ グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン (grounded 
globalizations)」論は、グローバル化は現
実に対応しないイデオロギーであるとする
懐疑論者と、グローバル化によってすべてが
変わったとする急進論者という両極端の一
般化に反対して、グローバル化の理論を民族
誌を通して検証する必要性を説いている
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(Burawoy,Michael et al. 2000 Global 
Ethnography: Forces, Connections, and 
Imaginations in a Postmodern World, 
University of California Press)。グロー
バルな力、結合、想像力が特定のコンテクス
トにおいてどのように作用するかを見るこ
とによって、グローバル化の社会理論と民族
誌の対話を図ろうとするこの視点は、民族誌
が事例の特殊性に閉じこもる傾向があるな
かで重要である。 
 
(2) モラル・エコノミー概念の再生：市場の
国際的自由化が人々の生にもたらす影響は、
グローバルな力の代表的な例であるといえ
る。この点を民族誌的視点から理解するため
の重要な概念として、モラル・エコノミーを
位置づけうる。この概念は、自由主義市場の
浸透によって生存の危機にさらされたとき、
人々がどのような価値や道徳的基準をとお
してこの現象を理解し批判してきたかを把
握するために練られてきた。従来のモラル・
エコノミー論は伝統的規範を強調してきた
が、この議論を伝統主義に限定せずより広く
とらえなおす試みが始まっている(Thompson, 
E.P. 1991 Customs in Common, The Merlin 
Press)。例えば、Marc Edelman は近年の国
際的な農民運動を資本のグローバル化に対
応してグローバル化したモラル・エコノミー
として分析している(Edelman, Marc 2005 
Bringing the Moral Economy back in ...to 
the Study of 21st-Century Transnational 
Peasant Movement, American 
Anthropologist,107(3), 331-345)。このよ
うに、人々がどのような価値や道徳的基準を
通してグローバル化を理解し行動するかを、
モラル・エコノミーの概念によって問題化し
うる。 
 
(3) 日常性への注目：しかし、Edelman の議
論をはじめとして、グローバル資本主義への
対抗運動への近年の注目は、理論化された組
織的運動に偏る傾向があった。しかし、フォ
ーマルな組織の言説と実践を理解すること
は重要であるが、それだけでは十分でない。
モラル・エコノミー論の重要な論者である
Scott は、冗談やごまかしといった日常的実
践が抵抗として大きな意味を持つことを明
ら か に し て い る (Scott,James C. 1985 
Weapons of the Weak, Yale University 
Press)。同様に、国内の人類学における共同
性や連帯についての議論（ 例えば、松田素
二 2009 『日常人類学宣言！ 』世界思想社） 
が示しているように、インフォーマルな日常
的実践のレベルへの注目によって、人々の関
係と価値の生成をより深く把握することが
求められている。 
 

２．研究の目的 
 
 本研究は、農作物市場のグローバルな再編
がもたらした危機的状況において、フランス
の農民がどのような価値や道徳的基準にも
とづいてインフォーマルな実践を行い生活
世界を再編しようとしているかを、モラル・
エコノミー論の視点（市場による生活の侵害
を、人々がどのような道徳的認識を通して理
解し対応するかを分析する視点） から理解
することを目的とする。そのために、フラン
ス、プロヴァンス地方の農村と青果市場にお
いてフィールドワークを実施し、農民と市場
関係者の日常的実践と相互関係を明らかに
する。グローバル化の影響の「地についた
(grounded)」視点からの理解によって、グロ
ーバル化の社会理論を検証し豊饒化するこ
とを、本研究は目指している。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、このグローバル化した状況にお
いて、農民たちがどのような生活実践を行い、
それをどのような価値と道徳的基準を通し
て理解しているか、結果としてどのような社
会性が生成しているかを、フィールドワーク
によって明らかにする。そのために、以下の
３ 点を研究対象とする。 
 
(1) 農業と市場の歴史的変化とその認識： 
(1-a)農作物市場のグローバルな再編、(1-b)
農業実践の変化、(1-c)農村の社会生活の変
容、(1-d)農業に関わる諸民族集団間の関係
性の変化、の４ 点について、資料調査とイ
ンタビューを通してその実態を明らかにす
るとともに、オラル・ヒストリーの聞き取り
によって市場関係者や様々な出自の農民が
それぞれこれらの点をどのように理解し価
値づけているかを解明する。 
 
(2) 農民が関係者と取り結ぶ諸関係とその
道徳的評価：調査地域では、経営の危機にあ
る農民たちによるインフォーマルな実践
（ 青果市場において一切記録の残らない現
金取引を行って表にあらわれない資金を作
り、それを用いてヤミ労働者を雇用すること
で課税や社会保障費の支払いを逃れるなど） 
がしばしば行われ、それを生存の手段として
正当化する語りがある。ここから、農民たち
が時に非合法的となる日常的諸実践を市場
の圧力に対抗するための技法として正当化
する、道徳的基準の存在を仮定することがで
きる。本研究では、より一般的に農民たちが
日常的諸実践をどのように価値付け正当化
しているかを分析し、そこから農民のモラ
ル・エコノミーを明らかにする。とくに、
(2-a)農民と仲買業者との関係、(2-b)農民と



 

 

季節労働者との関係、(2-c)様々な出自の農
民同士の関係、の３ 点について、農民が何
をあるべき姿と考え何を道徳的基準からの
逸脱と考えるかを、人々の実践と語りを通し
て把握する。また、伝統的な共同性が存在し
ない状況において、農民のあいだの共同性が
いかにして構築されるかを理解する。 
 
(3) 農業支援の市民運動の理解： プロヴァ
ンス地方では、生産性至上主義的な農業に反
対し、小規模農民による環境に配慮した「農
民的農業」を推進しようとする運動が盛んで
ある。「農民的農業維持のためのアソシエー
ション(AMAP)」は、農民と消費者のグループ
が年間契約し、農民が年間を通して各種の野
菜・果物を契約消費者に供給する仕組みによ
って、一部の農民を支援している。調査地域
に存在する複数の AMAP に参加する農民と消
費者の調査によって、そこにあらわれる価値
と道徳的基準を明らかにする。その上で、理
論化された組織的運動における言説と、上記
(2) から導かれる日常的実践における言説
を比較する。それによって、両言説の差異と
連続性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
研究期間中のフィールドワークと理論的分
析を通して、次の点を明らかにした。 
 
(1) フランス農作物市場における「市場の文
化」：伝統的な観点は、孤立した個人がそれ
ぞれの利害を追求する場として市場をとら
えてきた。しかし、近年の研究は市場を社会
的ネットワーク（制度、慣習）によって制御
される場としてとらえなおしている（図書
①）。この観点からは、各市場はそれぞれ独
自のモラルをそなえた「市場の文化」を持っ
ているとみなせる。本研究は、この観点から
南フランスの農作物市場を分析し、その「市
場の文化」を明らかにした。そのもっとも顕
著な特徴は、「個人主義(individualisme)」
であるといえる。すなわち、市場におけるア
クター（農民、仲買業者）は、市場で価格を
駆け引きする姿に象徴されているように、他
人に従属せず独立を保つことを高く価値づ
けている。市場の諸制度（野外市場における
時間の決められた相対取引）は、この独特の
「市場の文化」を支えてきたと理解できる
（発表①、論文②）。このような民族誌的理
解は、市場と社会を対立的にとらえるモラ
ル・エコノミー観に再考を促し、経済人類学
の理論に貢献するものである。 
 
(2) 「市場の文化」の変容プロセスの理解：
19 世紀以来続いてきた南フランス農民の「個
人主義」的な「市場の文化」は、大きな変容

の過程にある。この過程は大きくグローバリ
ゼーションによる文化的固有性の破壊とい
う枠組みでとらえられがちである。しかし、
本研究は民族誌的なデータに基づきグロー
バリゼーションの理論を具体的に検証しよ
うとする立場に立ち、「市場の装置」（市場を
可能にする物質的諸制度）に注目するアプロ
ーチを援用しつつ、変容のプロセスを分析し
た（図書①、⑥、発表①、②）。その結果、
輸送ロジスティックスの変化、通信手段の変
化、それらを活用するグローバルな流通企業
の出現が市場のあり方を大きく変えている
ことが明らかになった。農作物市場における
日々の対等な取引は減少し、仲買業者と農民
の持続的関係にもとづく、市場を経由しない
取引が拡大している。この関係は、仲買業者
に対して農民が値段交渉できないという点
で、非対称的な支配-従属関係である。この
事例は、グローバリゼーションの進展が人間
関係を破壊するとする理論的前提と異なり、
むしろ従来の市場における独立から市場外
取引の従属関係へと移行していることを示
している点で、グローバリゼーションの理論
に再考を促すものである。 
 
(3) 農民のモラル・エコノミーの多元性：農
作物市場の変容が引き起こしている地域農
民の危機的状況に対して、さまざまな道徳的
批判がなされるようになっている。本研究で
は、モラル・エコノミー論の観点から、批判
の語りと実践をどのように整理できるかを
検討した。結果として、道徳的批判は二種類
に大別できることが明らかになった。一方は、
市場の農民たちが行う、伝統的価値の観点か
らの批判である。この批判は、政府やグロー
バル流通企業が自分たちのこれまでの生活
を脅かしていることを批判すると同時に、こ
の危機的な状況においては時に法から外れ
るインフォーマルな実践を行うこともやむ
をえないと正当化する（論文①、発表③、④、
⑥、⑧、図書②）。他方は、市場をはなれて
市民団体をつくり、グローバル化に対抗して
オルタナティヴな農業を作り出していこう
とする人々の、グローバル市民社会の語りで
ある（発表⑦、図書④、⑤）。後者は公共圏
において聞き取られる政治的言説であるの
に対して、前者はさまざまなインフォーマル
実践や市場での日常的雑談において表明さ
れる（図書③）。このような検討から、経済
的グローバリゼーションとそれに対抗する
グローバル市民社会という二分法的な構図
ではなく、モラル・エコノミーの多様性を考
慮に入れなくてはいけないと論じた。 
 
以上のように、本研究では南フランスの農作
物市場という具体的な事例から、グローバリ
ゼーションの一般理論を再検討した。このよ



 

 

うな「地に足のついた」分析は、たんに現実
の多様性を示すというのではなく、理論の精
緻化のために必要なプロセスである。今後は、
同様の民族誌的研究の比較検討によって、本
研究が示した方向性が一般化可能かどうか
を検討していく必要がある。 
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